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弾道ミサイル発射事案を
想定した訓練を実施

地産地消の新たなビールが誕生

待ちに待ったマイ足袋が完成

プロから学ぶ男の料理

いつまでも地域で暮らすために

和菓子職人の
巧みな手さばきに興味津々

　3月14日、中央小学校で「マイ足袋受け渡し式」が行わ
れました。
　行田の足袋の歴史を学ぶ授業の一環として昨年9月
に市内の小学3年生が絵柄を描いた足袋が、ついに完
成。縫製を行った市内足袋業者から出来上がったばか
りのマイ足袋を受け取った子供たちは、早速履いて世界
に一つしかない足袋の感触を、うれしそうに確かめてい
ました。

　一昨年の小説『陸王』（集英社）の発売、そして、昨年はTBSテ
レビ日曜劇場においてドラマ化されたこともあり、行田市は今
「陸王のまち」として全国から脚光を浴びています。
　3月8日、これまでの感謝の気持ちを伝えようと、「陸王」の生
みの親である作家の池井戸潤さんに感謝状を贈呈しました。
また、行田だけでなく埼玉を大いに盛り上げていただいたとし
て、上田知事からお預かりした感謝のメッセージもあわせてお
渡しいたしました。池井戸さんからは「これほど大勢の方に愛
され、作者としても大変うれしい。これからもぜひ『陸王』をま
ちづくりに活かしてください」との言葉をいただきました。

GYODA CITY PHOTO STUDIO

　3月2日、商工センターで特定非営利活動法人行田観光物
産会が企画し、誕生した地ビール「麦乃王」の発表・試飲会が
開催され、関係者約60人が集まりました。
　このビールの主原料となっている二条大麦は県内最多の
生産量を誇る本市内で生産されたもの。試飲した関係者か
らは「香りが良い」「おいしい」などととても好評でした。この
ビールは既に市内一部の飲食店や酒屋で取り扱いが始まっ
ており、地産地消の新たな味として広がりが期待されます。

　2月24日、VIVAぎょうだ調理室で「男の料理塾」が開
催され、30歳代から70歳代の男性25人が参加しました。
　講師を務めた割主烹従魚けん料理長の島村州

くに
永
ひさ
さんの

指導の下、参加者は刺身や鯖
さば
の煮付け作りに挑戦。プロ

が教える魚の知識や包丁さばきに感心しながら料理を完
成させ、最後はみんなでテーブルを囲みました。

　3月8日、教育文化センターみらいで行田市在宅医療・介護連
携推進協議会による第5回在宅医療・介護連携推進に係る多職
種合同意見交換会「地域包括ケアシステム～医療職・介護職が力
を合わせる在宅ケア～」が開催されました。
　この催しには市内外から医療・介護に携わる専門職など約
400人の関係者が集まりました。千葉県松戸市で在宅医療を積
極的に行っている医師の川越正平さんが、医療に「生活の視点」
を取り戻す在宅医療や介護との連携について講演。参加者に
とって、住み慣れた地域での生活を支えていく方策を共に考え
る良い機会となったようです。

　2月25日、商工センターで「まちの賑わい“感謝祭"音
楽と菓子の祭典」が開催されました。
　クラリネット四重奏やキッズダンスなどのステージ
イベントの他、行田市菓子商工業組合に加盟している店
舗による洋菓子・和菓子の販売やココアと甘酒の無料配
布が行われました。また、和菓子づくりの実演コーナー
も設けられ、来場者は目の前で繰り広げられる和菓子職
人の巧みな手さばきを興味深そうに見入っていました。

　3月3日、第22回行田市公民館ふれあいコーラス発表会が
「みらい」文化ホールで開催されました。
　発表会には、各公民館で活動しているコーラスグループ
16団体が参加。グループでおそろいの衣装を身に付け舞
台に上がった参加者は、「いつでも夢を」「みかんの花咲く
丘」などさまざまな曲を歌い上げ、美しいハーモニーをホー
ルいっぱいに響かせました。心の込もった歌声に来場者か
らは拍手が送られていました。

　3月16日、市役所で市職員を対象に、弾道ミサイル発射
事案を想定した訓練を実施しました。
　危機管理体制の強化を目的としたこの訓練では、午前6
時30分、120人の管理職員を対象に、緊急時の参集体制
を確認するため非常参集訓練を実施。また、午前9時から
は、行田市国民保護対策本部設置後の情報収集・伝達体制
などの初動体制を図上訓練により確認しました。

『陸王』の著者
池井戸潤さんに感謝状を贈呈

美しいハーモニーを響かせて
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現
在
、
市
内
に
は
約
20
件
の
花
き
農
家
が
あ
り
ま

す
。
業
界
全
体
で
高
齢
化
が
進
む
中
、
数
少
な
い
若
手

就
農
者
と
し
て
奮
闘
し
て
い
る
の
が
、
田
島
尭
迪
さ
ん

で
す
。

　
祖
父
の
代
か
ら
続
く
花
き
農
家
に
生
ま
れ
育
っ
た
田

島
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
、
ア
パ
レ
ル
（
衣
料
）
業
界
に

就
職
。
販
売
店
で
約
5
年
勤
め
、
セ
ン
ス
と
接
客
技
術

を
磨
き
、
平
成
28
年
に
退
社
し
ま
し
た
。
当
初
は
、
何

と
な
く
家
業
の
花
き
農
家
の
後
継
ぎ
と
し
て
の
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
が
、
商
品
と
な
る
花
を
育
て
て
い
く

う
ち
に
前
職
の
経
験
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。「
ア
パ
レ
ル
の
仕
事

で
は
、
お
客
さ
ん
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
提
案
す
る
こ

と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
人
の
好
み
や
着
て
い
く

状
況
な
ど
を
考
え
て
喜
ん
で
も
ら
え
る
提
案
を
す
る
こ

と
は
、
お
客
さ
ん
が
ど
の
よ
う
に
花
を
飾
る
の
か
を
考

え
る
こ
と
と
似
て
い
ま
す
」
と
田
島
さ
ん
は
話
し
ま

す
。
現
在
は
、
市
内
で
も
育
て
て
い
る
と
こ
ろ
が
少
な

い
黄
色
い
巾
着
状
の
花
が
か
わ
い
ら
し
い
カ
ル
セ
オ
ラ

リ
ア
・
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ル
ー
ン
、
純
白
の
小
さ
な
花
が
密

集
し
た
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ッ
サ
ム
・
ス
ノ
ー
プ
リ
ン
セ
ス

な
ど
を
育
て
て
い
ま
す
。
鉢
物
と
し
て
長
く
楽
し
め
る

花
々
の
栽
培
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
田
島
さ
ん
は
、
見
識
を
広
げ
よ
う
と
平
成
28
年
7
月

に
は
、
埼
玉
県
農
林
公
社
に
よ
る
第
37
回
埼
玉
県
青
年

海
外
派
遣
研
修
に
参
加
。
県
内
の
青
年
農
業
者
ら
10
人

と
と
も
に
、
オ
ラ
ン
ダ
と
ド
イ
ツ
の
農
家
な
ど
を
見
学

し
ま
し
た
。「
私
が
訪
れ
た
農
場
は
若
い
人
が
農
業
に

携
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
ま
た
自
社
の
農
場
に

販
売
所
や
カ
フ
ェ
を
併
設
す
る
な
ど
マ
ル
チ
な
経
営
を

し
て
い
て
驚
き
ま
し
た
。
生
産
す
る
だ
け
で
な
く
直
接

消
費
者
と
接
す
る
こ
と
で
商
品
に
安
心
感
を
持
っ
て
も

ら
い
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
生
ん
で
い
ま
し
た
。
研
修
で
、

既
存
の
や
り
方
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
た
な
農
業
の
あ
り

方
が
あ
る
こ
と
を
気
付
か
さ
れ
、
ア
イ
デ
ア
次
第
で
成

長
で
き
る
農
業
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
に
大
き
な
可
能
性
を

感
じ
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。
研
修
後
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
植
物
を
「
知
る
」
努
力
を
し
て
い
る
と
い
う

田
島
さ
ん
。
新
た
に
液
肥
を
導
入
し
、
植
物
の
種
類
や

状
態
に
よ
っ
て
使
い
分
け
た
り
配
合
を
変
え
た
り
と
、

試
行
錯
誤
す
る
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
「
常
に
謙
虚
に
ひ
た
む
き
に

花
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
ま
ず
は
現
在
栽
培
し
て
い
る

花
一
つ
一
つ
の
質
を
高
め
て
い
き
た
い
。
い
ず
れ
は
、

自
分
に
し
か
で
き
な
い
と
自
信
を
持
っ
て
世
の
中
に
送

り
出
せ
る
よ
う
な
商
品
を
作
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
」
と
語
る
田
島
さ
ん
。
や
る
気
に
満
ち
た
若
き
花
き

農
家
の
挑
戦
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

俳 

句

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

株式会社とつか
アイデア光る「たび煎餅」が話題に
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提
案
力
で
新
た
な
農
業
に
挑
戦

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

私
の
作
品

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎ 

俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
、
は
が
き
・
封
書
で

広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

田
島
　
尭た

か
み
ち迪 

さ
ん
（
小
針
・
26
歳
）

めましてはじ ○ 4月2日㈪～27日㈮に電話またはEメールで広
報広聴課広報広聴担当（内線318）

　※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○ 応募者多数の場合は、5月2日㈬午前11時から
市役所203会議室で公開抽選を行います。

斉
藤
　
吏り

お生 

ち
ゃ
ん （
持
田
）

平
成
29
年
4
月
8
日
生
ま
れ

父
・
健
児
さ
ん　
母
・
博
美
さ
ん

「
お
友
達
を
思
い
や
る

 

優
し
い
子
に
」

長
谷
川 

朝あ
さ
ひ陽 

ち
ゃ
ん （
佐
間
）

平
成
29
年
4
月
16
日
生
ま
れ

父
・
悠
佑
さ
ん　
母
・
ゆ
き
こ
さ
ん

小
野
寺
　
郁い
く 

ち
ゃ
ん （
忍
）

平
成
29
年
4
月
8
日
生
ま
れ

父
・
朋
寛
さ
ん　
母
・
薫
さ
ん

「
毎
日
沢
山
の
笑
顔
あ
り
が
と
う
」

「
元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て
ね
」

滝
田
　
莉り

の乃 

ち
ゃ
ん （
谷
郷
）

平
成
29
年
4
月
12
日
生
ま
れ

父
・
純
弥
さ
ん　
母
・
直
子
さ
ん

「
た
く
さ
ん
思
い
出

 

つ
く
ろ
う
ね
♡
」

藤
野
　
春は
る
と杜 

ち
ゃ
ん （
向
町
）

平
成
29
年
4
月
14
日
生
ま
れ

父
・
智
則
さ
ん　
母
・
千
花
さ
ん

大
村 

歩あ

ゆ

と
勇
斗 

ち
ゃ
ん （
天
満
）

平
成
29
年
4
月
26
日
生
ま
れ

父
・
真
彦
さ
ん　
母
・
あ
か
ね
さ
ん

「
い
っ
ぱ
い
食
べ
る
君
が
好
き
！
」

「
い
つ
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い

 

あ
り
が
と
う
♡
」

★★★ 平成29年 4月生まれ のおともだち ★★★

平成29年6月生まれのお子さんを募集します

会社プロフィール

代表取締役社長　戸塚 昌利
【事業内容】 米菓製造・販売
【所在地】 行田11―26

　
昭
和
4
年
11
月
の
創
業
以
来
、
80
有
余
年

に
わ
た
り
新
町
商
店
街
で
店
を
構
え
続
け
て

き
た
戸
塚
煎
餅
店
。
平
成
28
年
10
月
に
法
人

化
し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
お
店
に
は
同
社
の
代
名
詞
で
あ
る
薄
堅
焼

き
煎
餅
「
小
判
煎
餅
」
を
始
め
、
常
時
52
種

類
の
商
品
が
並
ん
で
い
ま
す
。
代
表
取
締
役

社
長
の
戸
塚
昌
利
さ
ん
は
「
製
粉
か
ら
焼
き

上
げ
ま
で
一
貫
し
た
独
自
の
伝
統
的
手
法
で

丁
寧
に
作
っ
て
い
ま
す
。
国
内
産
の
上
質
な

2
種
類
の
米
を
ブ
レ
ン
ド
し
、
自
社
工
場
で

製
粉
す
る
こ
と
で
鮮
度
の
高
い
ま
ま
煎
餅
に

加
工
で
き
、
米
の
味
を
最
大
限
生
か
す
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
」
と
味
へ
の
こ
だ
わ
り
に

つ
い
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
煎
餅

を
焼
き
上
げ
る
際
に
は
新
潟
県
産
備
長
炭
を

使
用
。
生
地
の
具
合
や
天
候
に
よ
っ
て
火
加

減
を
調
整
し
な
が
ら
1
枚
1
枚
手
作
業
で
返

し
て
い
く
こ
と
で
、
芯
ま
で
き
つ
ね
色
に
仕

上
が
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
同
社
で
は
行
田
在
来
青
大
豆
を

使
っ
た
煎
餅
な
ど
〝
行
田
ら
し
さ
〞
を
意
識

し
た
商
品
開
発
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
生
ま
れ
た
の
が
足

袋
の
形
を
し
た
「
た
び
煎
餅
」
で
す
。
名
産

品
で
あ
る
足
袋
に
着
目
し
た
戸
塚
さ
ん
は
、

市
内
の
足
袋
製
造
業
者
で
子
ど
も
用
の
足
袋

型
を
見
せ
て
も
ら
い
、
煎
餅
の
金
型
デ
ザ
イ

ン
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。
妻
の
世
知
子
さ
ん

と
と
も
に
何
度
も
試
作
を
重
ね
、
足
袋
の
つ

ま
先
や
土
踏
ま
ず
の
カ
ー
ブ
を
再
現
。
厚
さ

は
口
触
り
の
良
い
薄
焼
き
に
し
、
6
種
類
の

味
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。
完
成
後
、
日
本
遺
産

認
定
や
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
日
曜
劇
場
『
陸
王
』

の
放
送
で
「
足
袋
の
ま
ち
行
田
」
が
注
目
を

集
め
る
よ
う
に
な
り
、
地
元
以
外
に
も
観
光

客
や
ド
ラ
マ
の
フ
ァ
ン
な
ど
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
縁
の
な
か
っ
た
人
に
た
び
煎
餅
を
食
べ
て

も
ら
う
機
会
が
増
え
た
そ
う
で
す
。

　
「
多
く
の
人
に
自
分
た
ち
の
煎
餅
を
食
べ

て
も
ら
い
、
こ
れ
ま
で
妥
協
せ
ず
に
味
を
追

求
し
て
き
た
思
い
が
報
わ
れ
た
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
新
た
な
味
や
食
べ

歩
き
グ
ル
メ
の
開
発
に
も
挑
戦
し
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
む
戸
塚
さ
ん
。
ま
だ
ま
だ
ア

イ
デ
ア
が
尽
き
な
い
と
い
う
同
社
の
今
後
に

注
目
で
す
。
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▼
日
時
　

4
月
21
日
㈯
午
後
2
時
～

4
時
（
午
後
1
時
30
分
か
ら
受
け
付

け
）　

▼
場
所
　
忍
・
行
田
公
民
館

ホ
ー
ル　
▼
講
師
　
親お
や
野の

智ち

可か

等ら

さ

ん
（
教
育
評
論
家
）　

▼
対
象
　
子

育
て
世
代
を
中
心
と
し
た
市
内
在
住

の
方　
▼
定
員
　
１
０
０
人　
▼
参

加
無
料
　
▼
主
催
　（
公
社
）
行
田

青
年
会
議
所　
▼
後
援
　
行
田
市
教

育
委
員
会
、
行
田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　

▼
そ
の
他
　
託
児
あ
り
（
40
人
・
3

歳
未
満
は
要
事
前
申
し
込
み
）　
▼

問
　
行
田
青
年
会
議
所
事
務
局
☎

５
５
６
―
４
１
1
５

▼
日
時
　

5
月
13
日
㈰
午
前
10
時
30

分
～
11
時
50
分
（
午
前
10
時
開
場
）　

▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー
４
０
１

研
修
室　
▼
テ
ー
マ
　「
と
も
に
生

き
る
」　
▼
講
師
　
重
名
正
恵
さ
ん

（
一
般
社
団
法
人
倫
理
研
究
所
講

師
）　

▼
参
加
費
　

1
千
円　

▼
主

催
　
一
般
社
団
法
人
倫
理
研
究
所　

▼
後
援
　
文
部
科
学
省
、
行
田
市
、

行
田
市
教
育
委
員
会　

▼
問
　
家

講
演
会
・
教
室

「�

共
感
か
ら
始
ま
る
子
育
て
～
子
ど
も

が
ホ
ン
ト
に
欲
し
い
も
の
～
」
講
演
会

平
成
30
年
度

家
庭
倫
理
講
演
会

▼
日
時
　

4
月
2
日
㈪
～
5
月
6
日

㈰
午
前
9
時
30
分
～
午
後
4
時　
▼

場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル　
▼

内
容
　
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
日
曜
劇
場

『
陸
王
』
の
劇
中
で
実
際
に
使
用
し

た
衣
装
や
小
道
具
の
展
示　

▼
問
　

行
田
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課

内
・
内
線
３
８
２
）

▼
日
時
　

5
月
27
日
㈰
午
後
1
時

～
4
時
30
分　
▼
場
所
　「
行
田
グ

リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ　

▼
参
加
費
　

1
千
円　
▼
主
催
　
行

田
市
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
連
盟　
▼
後

援
　
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行
田
市

体
育
協
会　
▼
そ
の
他
　
ワ
ン
ち
ゃ

ん
バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏　
▼
問
　
島

崎
☎
５
５
４
―
３
６
７
３

▼
日
時
　

4
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
4
時
（
22
日
は
午
後

3
時
ま
で
）
※
雨
天
決
行　
▼
集
合

イ
ベ
ン
ト

陸
王
展

第
30
回
春
の
舞
踏
大
会

第
14
回
蔵
め
ぐ
り
ま
ち
あ
る
き

蔵
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
２
０
１
８

庭
倫
理
の
会
行
田
市
☎
５
５
４
―

９
４
８
０

▼
日
時
　

5
月
27
日
㈰
午
後
4
時
30

分　
▼
場
所
　
ベ
ル
ヴ
ィ
ア
イ
ト
ピ

ア
（
持
田
２
７
９
２
―
１
）　
▼
講

師
　
江
利
川
毅
さ
ん
（
埼
玉
県
立
大

学
理
事
長
、
熊
高
第
18
回
卒
）　
▼

入
場
無
料
　
▼
主
催
　
熊
谷
高
校
同

窓
会
行
田
支
部　
▼
問
　
同
事
務
局

☎
５
５
４
―
０
４
７
９

▼
日
時
　

5
月
5
日
㈯
午
後
2
時
30

分
～
4
時　

▼
場
所
　
忠
次
郎
蔵

（
忍
1
―
4
―
6
）　
▼
内
容
　
日

本
遺
産
の
構
成
資
産
で
あ
る
忠
次
郎

蔵
で
蕎
麦
打
ち
を
体
験
す
る　
▼
定

員
　
18
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　

1
千
円　
▼
持
ち
物
　
三
角
巾
、
エ

プ
ロ
ン
、
持
ち
帰
り
用
パ
ッ
ク　
▼

主
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
忠
次
郎
蔵　
▼

そ
の
他
　
希
望
者
に
は
引
き
続
き
中

級
・
上
級
コ
ー
ス
を
用
意
し
て
い
ま

す
。　
▼
申
・
問
　

5
月
4
日
㈮
ま

で
に
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
同
法
人
☎
５
５
６
―
９
９
８
８

（
火
～
日
曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後

3
時
） 熊

谷
高
校
同
窓
会

行
田
支
部
講
演
会

忠
次
郎
蔵
蕎そ

麦ば

打
ち
教
室

第
28
期
生
（
初
級
）

場
所
　
足
袋
蔵
ま
ち
づ
く
り
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
（
行
田
5
―
15
）　
▼
内
容
　

市
内
中
心
部
に
あ
る
19
棟
の
足
袋
蔵

な
ど
で
、
作
品
展
示
・
販
売
、
演
奏

会
、
遊
び
体
験
な
ど
を
同
時
開
催

す
る
。
ま
た
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス

や
人
力
車
も
登
場
す
る
。　

▼
参

加
費
　【
大
人
】
２
０
０
円
【
小
学

生
】
１
０
０
円
※
着
物
で
参
加
の
方

は
無
料
。
さ
ら
に
「
Ｍ
Ｙ
足
袋
づ
く

り
体
験
」
1
千
円
割
引
を
プ
レ
ゼ
ン

ト　
▼
そ
の
他
　
足
袋
と
く
ら
し
の

博
物
館
入
館
無
料
、
藍
染
め
体
験
割

引
の
特
典
あ
り　
▼
主
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ぎ
ょ
う
だ
足
袋
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク　

▼
問
　
同
法
人
☎
５
５
２
―

１
０
１
０

▼
日
時
　

4
月
20
日
㈮
～
22
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
5
時　
▼
場
所
　
足

袋
蔵
ギ
ャ
ラ
リ
ー
門
（
行
田
7
―

3
）　

▼
入
場
無
料
　
▼
問
　
木
暮

☎
５
５
６
―
６
６
５
７

▼
日
時
　

4
月
17
日
㈫
～
5
月
17
日

㈭
の
各
店
舗
の
営
業
時
間
（
メ
ー
ン

会
場
の
牧
禎
舎
は
5
月
11
日
㈮
か

木
暮
照
子
と

木
心
会
人
形
展

忍
町
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
日
時
　

6
月
9
日
～
10
月
28
日

の
土
・
日
曜
日
の
い
ず
れ
か
（
月

2
回
）
午
前
9
時
～
正
午　

▼
場

所
　
中
央
公
民
館
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
室　
▼
内
容
　
日
本
舞
踊
の
実
技　

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
～
大

学
生
と
そ
の
保
護
者
（
子
ど
も
の
み

も
可
）
※
未
就
学
児
は
要
相
談　
▼

定
員
　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
費
用
　

月
額
1
千
５
０
０
円　
▼
申
　

5
月

13
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午
に
直
接
同

館
第
3
会
議
室　

▼
問
　
西
川
☎

５
５
６
―
３
２
４
５

▼
日
時
　

5
月
8
日
～
10
月
28
日
の

日
曜
日
と
火
曜
日
（
月
4
回
）【
日
曜

日
】
午
後
7
時
～
9
時
【
火
曜
日
】

午
後
8
時
～
9
時
20
分　

▼
場
所
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し

ろ　
▼
内
容
　
生
き
た
英
語
を
楽
し

く
学
ぶ　
▼
講
師
　Patch

（
パ
ッ

チ
）　

▼
定
員
　
12
人　

▼
受
講
料
　

月
額
1
千
円
（
高
校
生
以
下
は
無

料
）　

▼
申
・
問
　

4
月
1
日
㈰
～

30
日
㈪
に
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

Patch

☎
０
８
０
―
６
７
０
３
―

０
１
２
３
【
Ｅ
メ
ー
ル
】m

eap.

文
化
庁
伝
統
文
化
親
子
教
室

（
日
本
舞
踊
）

Ａ
ｂ
ｏ
ｖ
ｅ
英
会
話

ら
）　
▼
場
所
　
中
心
市
街
地
エ
リ

ア
に
あ
る
店
舗
な
ど　
▼
内
容
　
地

元
作
家
の
ア
ー
ト
作
品
を
多
数
展

示
。
牧
禎
舎
で
土
・
日
曜
日
に
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
カ
フ
ェ
の
出

店
や
手
作
り
市
の
開
催
も
あ
り
。　

▼
入
場
無
料
　
▼
問
　
忍
町
ア
ー
ト

化
作
戦
実
行
委
員
会
野
本
☎
０
９
０

―
７
８
１
４
―
９
６
１
５

▼
日
時
　

4
月
29
日
㈰
午
後
2
時
開

演
（
午
後
1
時
30
分
開
場
）　
▼
場

所
　「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル　

▼

内
容
　
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
四
重
奏
に
よ

る
ジ
ャ
ズ
や
タ
ン
ゴ
、
民
族
音
楽

の
演
奏　

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
　

【
一
般
】
1
千
５
０
０
円
【
高
校
生

以
下
】
1
千
円
※
全
席
自
由　
▼
後

援
　
行
田
市　
▼
申
・
問
　
秋
山
☎

０
８
０
―
１
１
５
６
―
２
５
６
９

▼
日
時
　

4
月
17
日
㈫
・
22
日
㈰
午

前
10
時
～
正
午　
▼
場
所
　
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
大
広

間　
▼
内
容
　
人
気
の
植
物
標
本
イ

ン
テ
リ
ア
を
自
分
の
好
み
で
作
る
。　

▼
対
象
　
小
学
生
以
上
（
中
学
生

さ
き
た
ま
く
ら
り
ね
っ
と
あ
ん
さ
ん
ぶ
る

第
3
回
演
奏
会

春
の
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
体
験
会

未
満
は
保
護
者
同
伴
）　
▼
参
加
費
　

2
千
円
（
材
料
費
を
含
む
）　

▼
申

・
問
　
高
島
☎
０
９
０
―
２
７
４
２

―
９
２
７
４

▼
期
間
　

5
月
31
日
㈭
ま
で　

▼

場
所
　
カ
ネ
マ
ル
酒
店
シ
ョ
ー
ウ

イ
ン
ド
ー
（
行
田
18
―
21
）　
▼
内

容
　
浦
島
太
郎
、
桃
太
郎
、
金
太
郎

な
ど
子
供
た
ち
の
ヒ
ー
ロ
ー
を
題
材

に
し
た
絵
本
や
塗
り
絵
、
羽
子
板
、

人
形
な
ど
を
展
示　
▼
問
　
栗
原
☎

０
９
０
―
１
５
３
５
―
４
４
６
０

▼
日
時
　

5
月
13
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
4
時
※
雨
天
決
行　

▼
場
所
　

熊
谷
流
通
セ
ン
タ
ー
（
熊
谷
市
問
屋

町
2
―
4
―
1
）　
▼
内
容
　
花
の

苗
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
先
着
1
千
５
０
０

人
）、
大
福
引
抽
選
会
、
ラ
グ
ビ
ー

体
験
、
秩
父
路
物
産
展
な
ど　
▼
後

援
　
埼
玉
県
、
行
田
市
、
行
田
商
工

会
議
所
他　

▼
問
　
同
セ
ン
タ
ー

☎
５
２
８
―

２
１
５
０

行
田
街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

日
本
昔
話
展

問
屋
町
祭
り
２
０
１
８

patch-adam
s0608above@

ezw
eb.ne.jp

▼
期
日
　

5
月
～
12
月
の
主
に
土

曜
日
（
開
講
日
・
時
間
は
講
座
ご
と

に
異
な
り
ま
す
）　
▼
場
所
　
不
動

岡
高
校　
▼
内
容
　【
Ａ
講
座
】
相

続
と
相
続
の
放
棄
に
つ
い
て
【
Ｂ
講

座
】
サ
イ
エ
ン
ス
の
世
界
へ
よ
う
こ

そ
（
20
歳
以
上
対
象
）【
Ｃ
講
座
】
身

の
周
り
に
あ
る
数
学
【
Ｄ
講
座
】
英

語
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
【
Ｅ
講
座
】

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
入
門
（
小
学
生
対

象
）【
Ｆ
講
座
】
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
教
室
（
小
学
生
対
象
）【
Ｇ
講
座
】

吹
奏
楽
を
奏
で
る
（
小
学
4
年
生

～
中
学
3
年
生
対
象
）　
▼
受
講
料
　

1
講
座
に
つ
き
３
０
０
円
（
別
途
教

材
費
が
掛
か
る
講
座
あ
り
）　
▼
申
　

4
月
2
日
㈪
～
5
月
2
日
㈬
に
希
望

講
座
（
複
数
選
択
可
）、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、電
話
番
号
を
明
記
し
、

郵
送
（
往
復
は
が
き
）
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。【
郵

送
】
〒
３
４
７
―
８
５
１
３　
加
須

市
不
動
岡
1
―
7
―
45 

不
動
岡
高

校
市
民
大
学
事
務
局
【
Ｅ
メ
ー
ル
】

letter@
fudooka-h.spec.ed.jp　

▼
問
　
同
事
務
局
☎
０
４
８
０
―

６
１
―
０
１
４
０

不
動
岡
高
校
市
民
大
学

広告広告
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人口81,852人（－130） 男40,676人（－74） 女41,176人（－56） 世帯数34,401世帯（－7）
2月中の異動　出生22人　転入等170人　死亡107人　転出等215人

行田市の人口と世帯
※（　）内は前月比

ポ
タ
リ
ン
グ
・
忍
城
下
の

名
所
を
巡
ろ
う
！

▼
日
時
　
4
月
28
日
㈯
〜
12
月
16
日

㈰
の
毎
日
午
前
9
時
〜
午
後
3
時　

▼
受
付
場
所
　
行
田
市
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
観
光
案
内
所
、
行
田
市
観
光
案

内
所
、
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
、

古
代
蓮
会
館
、
は
に
わ
の
館　
▼
内

容
　
忍
城
址
、
行
田
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
、
さ
き
た
ま
古
墳
公
園
、
古

代
蓮
の
里
を
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
と

す
る
ポ
タ
リ
ン
グ
で
巡
る
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー　

▼
対
象
　
小
学
生
以
上

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）　
▼
参

加
無
料
　
▼
そ
の
他
　
4
カ
所
の
ス

タ
ン
プ
を
集
め
ゴ
ー
ル
し
た
方
に
記

念
品
あ
り古

代
蓮
の
里
友
の
会

会
員
募
集

　
古
代
蓮
の
里
の
園
内
で
作
品
の
創

作
活
動
を
す
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

▼
活
動
内
容
　
①
会
員
作
品
展
を
開

催
（
年
2
回
）　
②
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
実
施
（
年
2
回
）　
③
園
内
で
奉

仕
活
動
を
実
施　
▼
年
会
費
　【
初

年
度
】
3
千
円
【
次
年
度
以
降
】

2
千
円　
▼
特
典
　
古
代
蓮
会
館
入

館
料
無
料
他　
▼
申
　
古
代
蓮
会
館

で
配
布
す
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
載
し
、
年
会
費
を
添
え
て
直
接
同

館
※
随
時
受
け
付
け

プ
チ
・
オ
ケ

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時
　
5
月
12
日
㈯
午
後
2
時
開

演
（
午
後
1
時
30
分
開
場
）　
▼
場

所
　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー
ル　
▼
内

容
　
12
人
の
小
さ
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
名
曲
集
の
演
奏　

▼
曲
目
　「
運
命
」、「
水
上
の
音
楽
」

「
ハ
ン
ガ
リ
ー
舞
曲
」、「
フ
ィ
ガ
ロ

の
結
婚
」、「
美
し
く
青
き
ド
ナ
ウ
」、

「
カ
ル
メ
ン
組
曲
」
他　

▼
出
演
　

Petit O
rchestra

（
プ
チ
・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
）　
▼
入
場
無
料
　
▼
そ

の
他
　
チ
ケ
ッ
ト
の
配
布
は
あ
り
ま

せ
ん
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

「
親
子
三
代
共
演
に
よ
る
」

万
作
・
萬
斎
狂
言
の
会

行
田
公
演

▼
日
時
　
7
月
22
日
㈰
午
後
2
時
開

演　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　
▼
出
演
　
野
村
万
作
・
野
村
萬

斎
・
野
村
裕
基
他
※
都
合
に
よ
り
配

役
が
変
更
と
な
る
場
合
あ
り
。　
▼

入
場
料
　
全
席
指
定
【
大
人
】
5
千

円
【
大
学
生
以
下
】
2
千
円
※
未

就
学
児
の
入
場
不
可　

▼
内
容
　

梟ふ
く
ろ
や
ま
ぶ
し

山
伏
、
悪あ
く
た
ろ
う

太
郎
、
福ふ
く
の
神か
み　
▼
チ

ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
　
4
月
21
日
㈯
午

前
9
時
か
ら
同
館
他
各
プ
レ
イ
ガ
イ

ド
で
発
売
（
電
話
受
け
付
け
は
翌
日

午
前
10
時
か
ら
）

古
代
蓮
会
館

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
記
念

　
古
代
蓮
会
館
入
館
料
を
2
割
引
き

に
し
ま
す
。
展
示
室
の
ジ
オ
ラ
マ
や

蓮
の
シ
ア
タ
ー
、
展
望
室
か
ら
の
パ

ノ
ラ
マ
を
こ
の
機
会
に
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

▼
期
日
　
4
月
22
日
㈰　
▼
そ
の
他
　

売
店
お
よ
び
屋
外
で
１
０
０
円
均
一

の
特
別
販
売
を
開
催

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古 代 蓮 会 館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784

【住民基本台帳人口】
（平成30年3月1日現在）

▼
日
時
　
5
月
10
日
〜
6
月
14
日
の

6
月
7
日
を
除
く
毎
週
木
曜
日
（
全

5
回
）
午
前
10
時
〜
正
午　

▼
場

所
　「
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
メ

イ
ン
ア
リ
ー
ナ　
▼
対
象
　
初
心
者　

▼
定
員
　
30
人　
▼
参
加
費
　
1
千

円
（
保
険
料
を
含
む
）　
▼
持
ち
物
　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
タ
オ
ル
、
飲

み
物
、体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
※
ラ
ケ
ッ
ト
、

シ
ャ
ト
ル
は
主
催
者
が
用
意　
▼
主

催
　
行
田
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟　

▼
申
・
問
　
5
月
2
日
㈬
ま
で
に
同

連
盟
岡
田
☎
０
９
０
―
６
１
２
６
―

３
６
５
６
（
午
後
１
時
以
降
）

▼
日
時
　
4
月
22
日
〜
6
月
24
日
の

毎
週
日
曜
日
（
全
10
回
）
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分　
▼
場
所
　
東
小

学
校
体
育
館　

▼
対
象
　
市
内
の

小
学
2
年
生
〜
5
年
生　

▼
定
員
　

20
人
程
度
（
先
着
順
）　
▼
参
加
費
　

２
千
５
０
０
円
（
保
険
料
を
含
む
）　

▼
主
催
　
行
田
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団　
▼
申
・
問
　
須
永

☎
５
５
４
―
５
６
５
７
（
午
後
６
時

以
降
） バ

ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

▼
日
時
　
5
月
12
日
〜
6
月
9
日
の

毎
週
土
曜
日
（
全
5
回
）
午
後
7
時

〜
8
時
15
分　
▼
場
所
　「
行
田
グ

リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
柔
道
場　
▼
対

象
　
小
学
生
以
上　

▼
費
用
　【
中

学
生
以
下
】
1
千
５
０
０
円
【
高
校

生
以
上
】
2
千
５
０
０
円
（
保
険
料

な
ど
を
含
む
）　
▼
服
装
　
運
動
の

し
や
す
い
服
装　
▼
持
ち
物
　
タ
オ

ル　

▼
主
催
　
行
田
市
少
林
寺
拳

法
連
盟　
▼
申
　
4
月
21
日
㈯
・
28

日
㈯
午
後
7
時
〜
8
時
に
費
用
を

添
え
て
「
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー

ナ
」
柔
道
場　
▼
問
　
同
連
盟
島
田

☎
５
８
８
―
４
６
９
４
ま
た
は
☎

０
９
０
―
３
０
４
９
―
４
６
９
４

▼
日
時
　
5
月
14
日
㈪
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
4
時
（
午
前
11
時
45
分
〜

午
後
1
時
を
除
く
）　
▼
場
所
　
市

役
所
正
面
玄
関
前　
▼
持
ち
物
　
献

血
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
）　
▼
問
　

埼
玉
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
☎

０
４
８
―
７
２
０
―
８
０
０
９

少
林
寺
拳
法
教
室

そ 

の 

他

献
血

▼
日
時
　
5
月
13
日
〜
6
月
17
日
の

毎
週
日
曜
日
（
全
6
回
）
午
前
9
時

〜
11
時　
▼
場
所
　
総
合
公
園
弓
道

場　
▼
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
で

18
歳
以
上
の
方　

▼
定
員
　
10
人

（
先
着
順
）　
▼
参
加
費
　
３
千
円

（
道
場
使
用
料
、
保
険
料
な
ど
を
含

む
）　
▼
主
催
　
行
田
市
弓
道
連
盟　

▼
申
　
4
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
午
後

1
時
30
分
か
ら
直
接
弓
道
場　
▼
問
　

同
連
盟
中
島
☎
０
９
０
―
１
６
０
２

―
４
９
３
９

▼
日
時
　
5
月
9
日
〜
31
日
の
毎
週

水
・
木
曜
日
【
水
曜
日
】
午
後
5
時

〜
7
時
【
木
曜
日
】
午
後
7
時
〜
9

時　
▼
場
所
　「
行
田
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
」
柔
道
場　
▼
内
容
　
空
手

や
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
、
カ
ン
フ
ー

な
ど
の
技
を
学
び
、
心
と
体
の
成
長

を
目
指
す　

▼
対
象
　
5
歳
以
上　

▼
費
用
　
１
千
５
０
０
円
（
保
険
料

を
含
む
）　
▼
後
援
　
行
田
市
教
育
委

員
会　
▼
そ
の
他
　
要
予
約　
▼
申

・
問
　
総
合
武
術
教
室
武
活
道
福
田

☎
０
９
０
―
３
５
９
４
―
９
５
９
０

初
心
者
弓
道
教
室

子
ど
も
総
合
武
道
体
験
教
室

職　種 勤　務　時　間 採用人数・応募資格 時　給 業務内容 申し込み・問い合わせ

グリーンアリーナ
トレーニング室
スタッフ

（1）午前8時30分～午後5時
（2）午後1時～9時30分
※ 上記いずれかの時間で週３日
程度のローテーション勤務

１人
・18歳以上の方
・ 土・日曜日、祝日の
勤務が可能な方

900円
※ 試用期間
２カ月間
は880円

トレーニング器具な
どの使用方法説明、
指導、設備器具など
の管理

4月20日㈮までに
履歴書（写真貼付）
を行田グリーンア
リーナまたは市民
プールへ持参して
ください。
※ 面接日は後日連
絡します。
市民プール☎555
―2455

市民プール
スタッフ

午前8時30分～午後9時30分
※ 上記の時間のうち4～ 8時
間、週3日程度のローテー
ション勤務

1人
・18歳以上の方
・ 25メートル程度泳ぐ
ことができる方

・ 土・日曜日、祝日の
勤務が可能な方

880円
※ 試用期間
２カ月間
も同額

・窓口受付業務
・ 利用状況の監視、
案内、設備器具な
どの管理業務

体育施設アルバイトスタッフ募集

野村裕基 野村萬斎 野村万作

広告広告



　
昭
和
22
年
（
１
９
４
７
）
4
月
1
日
、
学
校
教
育

法
が
施
行
さ
れ
小
学
校
6
年
、
中
学
校
3
年
、
高
等

学
校
3
年
、大
学
4
年
と
な
り
、六・三・三・四
制
の

単
線
型
学
校
体
系
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

義
務
教
育
は
9
年
間
と
な
り
、
全
国
の
市
町
村
に
新

制
中
学
校
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現

在
の
行
田
市
市
域
で
も
旧
町
村
ご
と
に
中
学
校
が
置

か
れ
ま
し
た
が
、短
期
間
で
の
設
置
で
あ
っ
た
た
め
、

単
独
で
の
校
舎
を
用
意
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
多
く

は
小
学
校
に
校
舎
を
間
借
り
す
る
形
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
管
下
に
4
つ
の
小
学
校
を
持
つ
忍
町
で
は
、
第
一

中
学
校
か
ら
第
五
中
学
校
ま
で
の
5
つ
の
中
学
校
を

設
置
し
、
翌
年
4
月
に
3
つ
に
統
合
し
、
第
一
中
学

校
か
ら
第
三
中
学
校
と
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
第
一

中
学
校
は
佐
間
に
あ
っ
た
染
工
場
跡
地
に
仮
校
舎
を

建
て
本
校
と
し
て
新
1
年
生
が
入
り
、
2
年
生
以
上

は
南
小
学
校
（
現
・
中
央
小
学
校
）
の
校
舎
の
分
校

に
間
借
り
し
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
第
一
中
学
校
の
生
徒
が
発
行

し
た
学
校
新
聞
が
県
内
学
校
新
聞
の
元
祖
と
も
い

わ
れ
る
『
一
中
ゆ
に
お
ん
』
で
す
。
新
聞
の
名
前
は

本
校
と
分
校
に
分
か
れ
た
生
徒
の
意
思
疎
通
を
図

る
意
味
を
込
め
て
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
発
行
の
理
念

と
し
て
、
①
基
本
的
人
権
の
尊
重
、
②
生
徒
間
の
相

互
理
解
、
③
課
外
活
動
全
般
の
情
報
伝
達
の
3
点
を

挙
げ
て
い
ま
す
。
刊
行
は
昭
和
23
年
（
１
９
４
８
）

9
月
か
ら
で
ほ
ぼ
一
週
間
に
一
回
の
ペ
ー
ス
で
発

刊
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
学
友
会
の
活
動
や
研

究
観
察
、
社
会
問
題
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
発
足
当

時
の
中
学
校
の
学
校
生
活
を
詳
細
に
記
述
し
て
い

ま
す
。

　
当
時
、忍
町
立
第
一
中
学
校
は
関
東
軍
政
部
か

ら
県
内
唯
一
の
週
5
日
制
の
モ
デ
ル
校
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、選
択
科
目
の
拡
大
や
社
会
体
験
活

動
の
重
視
な
ど
、独
自
の
教
科
課
程
の
編
成
作
業

を
行
い
、
昭
和
23
年
9
月
か
ら
実
施
し
ま
し
た
。

「
一
中
ゆ
に
お
ん
」
は
、ま
さ
に
戦
後
の
新
し
い

教
育
を
築
き
あ
げ
て
い
く
真
っ
た
だ
中
で
刊
行

さ
れ
た
中
学
校
の
学
校
新
聞
と
し
て
、教
育
史
の

中
で
も
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

 

（
郷
土
博
物
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鈴
木
紀
三
雄
）
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今月の表紙

■ 
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／
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発
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■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をデイジー版に録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。

No.
862

環境にやさしい
植物油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp 携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html

歴
史
を
語
る
こ
の〝
い
っ
ぴ
ん
〞

 

〜
博
物
館
の
収
蔵
庫
か
ら
〜
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行
田 

歴
史
系
譜
289

一
中
ゆ
に
お
ん
〜
戦
後
教
育
の
黎
明
〜 

行
田
市
郷
土
博
物
館
所
有

　3月17日、第29回行田市なわとび大会が行田グリーンア
リーナで開催されました。

　今年は市内の小学生522人が参加。個人種目・団体種目合わせて9種目で
記録の更新を目指しました。団体種目の長なわ10人並びとびでは、チームで
呼吸を合わせ、掛け声とともに力いっぱい跳んでいました。

市報ぎょうだ CITY PUBLIC RELATIONS

Apr.2018

No.862
GYODA

一中ゆにおん№1（昭和23年9月20日）

　高齢者と子育て家庭が安心して暮らせるご近所を復活させる「コミュニ
ティビジネス」を指導・実践するため、桜町の商店会である二桜商和会が中心
となり、平成16年度から活動を続けているのが特定非営利活動法人さくらメ
イトです。同会の主な活動は、市から委託されている「高齢者や障害者の方々
向けの宅配弁当サービス」です。栄養バランスのとれた食事の提供と見守り
を目的に、地元で採れた農産物を使った手づくりのお弁当を一人暮らしの高
齢者などに届けています。これまでに配達した弁当の数は、実に132,000食
以上。自宅で倒れていた高齢者の救助や孤独死の早期発見につながったこ
ともあり、離れて暮らす家族からも頼りにされているそうです。また、集会所
などで定期的に食事会を開催することで、孤独感の軽減や外出することによ
る介護予防の促進にも努めています。
　さらに今後は、市内の企業が新たに開発した見守り装置を活用し、人の動
きや温度などを感知するセンサーにより、きめ細やかな安否確認を目指して
いくとのことです。これからも、さくらメイトの活動はたくさんの人々に安
心と喜びを届け続けることでしょう。

【代表理事】関根 裕宣　【電話番号】577―3085 お弁当づくりの様子

みんな　チカラの

特定非営利活動法人
さくらメイト
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